
 

 

 

 

2024年 11月号 2024.11.11 

 

いわて花巻の生産者に教

わって、自分で作ったし 

め縄でお正月を迎えませんか。岩手

産米のおにぎりの試食もあります。

11/4-8 週に配付予定の『イベント

info』をチェックしてください。 

12/14(土)新年に福を呼ぶ しめ縄

作り体験 会場：パルシステム神奈

川 本部（新横浜） 

私たち横浜南エリアは、横浜南部で

活動している、パルシステム神奈川

の組合員が構成するグループです。

同じ組合員のための企画を計画・運

営する等の活動を行っていて、しめ

縄作り企画もその一環です。（SR） 

身体に沁み入る美味しさ 胸いっぱいのおもてなし 

おもてなしで 

 

２日目は子どもたちお待ちかねのり

んご狩り。紅いわてと黄香を収穫し

ました。りんご農園だけでなく、お米

と兼業の生産者だそうです。この地

では皆、お米を生活の中心に置いて

います。都心部の私たちができるこ

とは食べることなんだな…。 

素敵な産地と生産者の魅力を、クミ

カツで沢山の人に伝えて、食べる力

にしていきたいと思った交流でし

た。ありがとうございました！（SM） 

 

9/28（土）、29（日）いわて花巻 秋

の交流に、小 1 の長男、3 歳の次男、

パパ の４人で参加しました。 

１日目は稲の収穫。金色の稲穂が美

しい…。家族に生産者が１人ずつつ

いてカマの使い方を教わります。長

男は一生懸命刈っていました。次男

は虫取りに夢中。刈り進めるとたく

さんの虫さん達が。無農薬の証です。 

目にする風景は田んぼばかりですが

休耕地は 40%ほどあり、人手不足と 

 

バケツ稲、収穫して玄米にしまし

た！ 食べられるようになるまでの

大変さを初めて実感しました。 

子どもと「機械のない時代は大変だ

ったんだね」とか「お米を初めて食べ

てみようって思いついた人はすごい

ね」とかそんな話をしながら作業し

ていきました。 

香りもよくプチプチしていてとても

美味しかったです。よい勉強をさせ

ていただきました。（WM） 

 

センターに新しい仲間が増えまし

た！ オウサマペンギンとキリンの

子(2.5m)です。 

名前を募集しますので二次元コード

からご応募ください。選ばれた方に

はプレゼントがあります。 

廃棄の通い箱が材料の動物オブジェ

たちは、リス、兎、 

鶏、豚、牛、ハシビロ 

コウ と８種類となり 

ました。（センター長） 

米価格が下がっていることが原因だ

そうです。今回の米不足で、米価格の

上昇が少しでもプラスに働けば良い

です…。高くなって食べる人が減ら

ないかな、と心配する生産者の顔が

頭を離れません。 

夕食交流会では、新米の餅米で餅つ

きをする貴重な体験も。女性生産者

のお料理は身体に沁み入る美味しさ

でした。たくさんのおもてなしでお

腹も胸もいっぱいになりました。 

 

告知 

JA いわて花巻 秋の交流 

お正月を迎えませんか 
自分で作ったしめ縄で 

横浜南センターより 

ペンギン＆キリン名前を 

 
募集中 

 

さを実感 

 

プチプチの玄米まで大変 
バケツ稲チャレンジ 


